
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 瑞穂市立穂積北中学校 

実 施 期 間 ① 平成26年10月25日（土） ②平成26年10月31日（金）  

 

実 施 概 要 

① 食育講演会 
② 授業公開〔公表会〕 

※1年総合的な学習「瑞穂市探検」、2年総合的な学習「職場体験学習」
の新聞を地域公開に併せて掲示 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   ■産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １００ 人 
計 １３０ 人 

地域関係者 ３０ 人 

 

実 施 状 況 

① 食育講演会 

9:15～10:05 授業参観 

10:35～11:35 食育講演会 

② 授業公開〔公表会〕 

13:40～14:30 公開授業Ⅰ（授業参観） 

14:40～15:30 公開授業Ⅱ（授業参観） 

  

成果及び課題 

① 食育講演会 

お弁当の日の実施に併せ、地域在住の管理栄養士、公認スポーツ栄養士

の馬淵 恵 氏 を招いて、育ち盛りの中学生とその保護者に向けて、『食で

強く、食で美しく、健康に』というテーマで食育講演会を実施した。 

 講演会の中では、無理なダイエットは反って肥満につながることや、主

食の米を中心とした三食の食事をしっかり摂ることが大切であるとの説明

があった。運動をしている生徒からは、補食等についての質問もあった。 

 保護者からは、「すぐに実践できそうな内容であり、早速実践したい。」

等の感想が寄せられた。 

② 授業公開〔公表会〕 

「自ら考え、判断し、主体的に行動できる生徒の育成」を研究テーマに、
「分かった喜び・できた喜びを実感する」各教科指導、「豊かな人間関係
を育む」特別活動を研究内容に研究実践を行った。また、この公表会に向
け、生徒会が中心となり、「最高の授業づくり」を目指そうと、日々取組
を続け、その取組を文面化して地域の方や保護者に示した。地域の方々や
保護者からは、落ち着いた学習環境の中で、意欲的に学習に向かっている
との評価をいただいた。                      
 また、この公表会に併せて、瑞穂市探検や職場体験学習で学んだ地域の
産業や歴史・文化についてまとめた新聞を掲示し成果発表とした。 

▲地域の方の参加を増やすための工夫をしていく必要がある。 

 


